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大学生の進路選択自己効力と関連要因の変化
―教員養成学部の学生のキャリア意識について―

寺本妙子（開智国際大学）

キーワード：進路選択自己効力，アイデンティティ，時間的展望

問題と目的

教員養成学部では教師という専門職養成に特化

したカリキュラムが設定されているが，進路選択

の未決定や，将来展望における迷い・不安，学生

生活における不適応等も予想される（寺本， ）。

本研究では，教員養成学部の学生のキャリア意識

の関連要因の変化について検討した。具体的には，

1 年時と 3 年時の進路選択自己効力，アイデンテ

ィティ，時間的展望を測定・比較し，キャリア形

成の支援に資する知見を得ることを目的とした。

方 法

対象者 関東の小規模私立大学の教員養成学部の

学生 名（男子 名，女子 名）。

手続き 年時と 年時において，進路選択自己

効力，アイデンティティ，時間的展望についてア

ンケート調査を実施した。使用した心理尺度は，

進路選択に対する自己効力尺度（浦上， ），ア

イデンティティ尺度（基礎，確立の 因子）（下山，

），時間的展望体験尺度（過去受容，現在の充

実感，目標指向性，希望の 因子）（白井， ）

であった。いずれも，高得点ほどその程度が高い

ことを示した。

分析 年時の進路選択自己効力得点の平均値以

上を 群，平均値未満を 群とし（ 群 名，

群 名），群と学年を独立変数とする二要因分散

分析を行った（ ）。

倫理的配慮 本研究は発表者の所属機関の研究倫

理委員会の承認を得て実施された。

結果と考察

各変数の項目得点間の相関係数を に示

した。全般的に， 年時と 年時の得点間で正の

有意な相関関係が散見された。 年時の時間的展

望との間には，未来成分である目標指向性と希望

において，多くの関連が確認された（

－ ， ， ， ）。進路選択に関し

ては，アイデンティティ（確立）を除く 年時の

すべての変数間で同様の傾向が見られた（

－ ， ， ， ）。アイデンテ

ィティに関しては，年時の確立と 年時の現在，

目標，過去を除いて同様の傾向が確認された（

－ ， ， ， ）。以上のこと

から， 年時の低水準が 年時にも継続している

傾向が示され，低水準を示す者への支援の必要性

が示唆された。

各項目得点の平均（ ）と二要因分散分析の結

果については に示した。時間的展望（現

在）とアイデンティティ（基礎）において交互作

用が確認された（ η ；

η ）。いずれも， 年

時では認められなかった群間の有意差が 年時で

認められ， 群が有意に低い結果となった。その

他の変数においては群の主効果が見られ， 群が

有意に低い傾向にあった（ ， ， ）。

年時に進路選択自己効力において低い水準にあ

る者は，他の要因においても継続的に低い水準に

あり，教員養成学部の学生のキャリア形成に向け

た適切な支援の必要性が示唆された。

項目得点間の相関係数

平均値（ ）と分散分析の結果

付 記

本研究は，平成 ・ ・ 年度，令和元年度開

智国際大学個人課題研究費の助成を受けた。
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自閉スペクトラム症傾向の高い大学生の
生得的要因に及ぼす環境効果の検討

土田弥生（田園調布学園大学）

キーワード：エゴ・レジリエンス，ハーディネス，コントロール

問題と目的

日々のストレスや直面する困難な状況を乗

り越えることの出来る力であるレジリエンス

の過程で関与し，レジリエンスの一部として位

置づけられている生得的な力にエゴ・レジリエ

ンス（ ）がある（ ， ，

， ， ， ， ）。土田（ ）

は， 傾向の高いアスリート大学生と非アス

リート大学生の比較調査により 傾向の高

いアスリート大学生の が有意に高いことを

明らかにしている。一方，日々のストレスに対

処する性格特性としてハーディネスがある。ハ

ーディネスは「高ストレス下において健康を保

つ人々が保持する性格特性」であり（ ，

），内発的動機づけを高める自律性に関与

する特性でもある。このハーディネスを高く保

つことが出来れば適応力も高まると考えられ

る。特に 傾向の高い子どもたちが 環境適

応力を身に付けることは喫緊の課題である。そ

こで， 傾向の高いアスリート大学生と非ア

スリート大学生のハーディネスについて比較

検討し，その結果から効果的な心理的支援につ

いて考察することを目的とする。

調査時期および調査協力者

年 月上旬から 月上旬にかけて関東

地方および関西地方の大学のアスリート大学

生 名，平均年齢は 歳（ ），

男子 名，女子 名 非アスリート大学生

名，平均年齢は 歳（ ），男子

名，女子 名の合計 名を対象に調査を行

った。

調査の手続き

調査協力者となる大学生の講義終了と同時

に質問紙を配布，無記名，自記式にて実施，そ

の場で回収した。倫理的配慮として，質問紙配

布の際，研究参加は自由意思による同意に基づ

き，質問紙への回答をもって調査参加への同意

意思があると判断する，個人の特定が出来る形

で内容を公表しない旨を伝え，同内容をフェー

スシートにも明記した（吉備国際大学大学院心

理学研究科倫理審査委員会承認番号：15-21）。
調査内容

デモグラフィックデータ 年齢，性別。

自閉性スペクトル指数（

） 項目版（

， ， ， ， ．（ ）

件法 項目）

Ego‐Resiliency（ ） 畑・小野寺 ）

（ 件法 項目）

大学生用ハーディネス尺度 多田・濱野（ ）

件法 項目

分析方法

調査データの分析に当たっては，統計ソフト

を使用した。

結果と考察

ハーディネスを構成する 因子（チャレンジ，

コントロール，コミットメント）におけるアス

リート大学生と非アスリート大学生全体のｔ
検定の結果は，アスリート大学生のコントロー

ルが有意に高かった（（ ） － ， ）。

チャレンジとコミットメントに有意な差はな

かった。 の指標を基に 傾向低・中・

高の 群に分け検討した結果は， 群すべてに

おいてアスリート大学生のコントロールが有

意に高く，チャレンジとコミットメントに有意

な差は見られなかった。分析の結果と，性格特

性が遺伝的要因と環境要因との相互作用によ

り形成されることに鑑み，自己調整に関与する

コントロールの力は，アスリート大学生という

環境の中で，明確な達成目標を持ち，その目標

を達成するために日々欠かさず努力すること

による効果と考えられ も同様と推測される。

したがって， 傾向の高い子どもたちの支援

の一助として，運動の苦手な子も楽しめる運動

の継続と，その時々における明確な目標を持ち，

その目標の達成のために努力を惜しまない結

果として，自分が向上できると実感出来るよう

な環境作りが必要であると考えられる。
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